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１．はじめに

コンクリート解体材は主に再生クラッシャーラン

として有効利用されているが、有効利用の促進には

使用用途の拡大が必要である。用途の一つにコンク

リート用再生骨材としての利用が考えられるが、高

品質な再生骨材を製造するには多大のコストがかか

り、また、再生クラッシャーラン程度の品質の再生

骨材ではコンクリートの品質、特に耐久性に懸念が

もたれている。

本研究は、凍結融解耐久性に影響が大きいと考え

られる空気量について、①コンクリート解体材（原

コンクリート）中の空気量と②再生骨材コンクリー

ト製造時に混入する空気量が凍結融解耐久性に与え

る影響について実験的な検討を行ったものである。

なお、本実験では凍結融解耐久性に与える影響が大

、きいと考えられる粗骨材 のみに再生骨材を使用し1)

細骨材には良質な川砂を使用した。

２．実験方法

再生粗骨材のもとになる原コンクリ2.1 実験１：

ート中の空気量を変化させた。原コンクリートに使

用した材料を表－１に、原コンクリートの配合を表

－２に示す。粗骨材の種類に砕石と川砂利を用い、

4.5それぞれの配合で空気量有り（

％）無し( ％)を設定した。それ2

ぞれのコンクリート配合で原コン

クリート試験体を打設し、 日間28

水中養生後にジョークラッシャー

によって 以下に破砕し、さ20mm

らに 以下を排除して、これを5mm

再生粗骨材とした。再生粗骨材の品質を表－３に示

す。表－３中の骨材⑤は原コンＤを使用し、ジョー

クラッシャー内の滞留時間を長くすることで擦り揉

み的な作用をかけて製造した再生骨材であり、吸水

率等の品質が骨材④よりもわずかに向上している。

これらの再生粗骨材を使用して表－４に示す配合で

10 10 40cm再生骨材コンクリートを練り混ぜ × ×、

角柱供試体を作製し、 日間水中養生後に凍結融28

解試験( )を実施した。JIS A 1148

：再生骨材コンクリート練混ぜ時に混2.3 実験２

入する空気量を変化させた。再生粗骨材には表－３

に示す再生クラッシャーラン(RC)を使用した。コン

クリートの配合条件を表－４に示す。配合2-1は良

好な粗骨材を、配合2-2は再生粗骨材を使用したケ

ースであり、配合2-3は配合2-2に対して空気量を増

加させたケース、配合2-4は更にセメント量を2-2と

同一とすることで水セメント比を下げたケースであ
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表－３　再生骨材の品質

原コンクリート 密度 吸水率 安定性損失 骨材修正

(g/cm3) (％) 質量(％) 係数(％)
実験１ 骨材① Ａ(砕石AE) 2.45 4.33 39.8 0.2

骨材② Ｂ(砕石NonAE) 2.48 4.34 54.7 0.1
骨材③ Ｃ(砂利AE) 2.45 4.19 37.7 0.2
骨材④ Ｄ(砂利NonAE) 2.47 4.14 47.4 0.2
骨材⑤ Ｄ(入念破砕) 2.49 3.84 39.0 0.2

実験２ ＲＣ 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝ 2.45 4.07 16.9 0.4

表－２　原コンクリートの配合と硬化後の物性

Gmax W/C s/a 実測空気 圧縮強度 耐久性指

(mm) (％) (％) Ｗ Ｃ Ｓ Ｇ砕石 Ｇ砂利 AE減水剤 AE剤 量(％) (N/mm2) 数(％)

原コンＡ 20 55 46 160 291 843 1012 － 902 8.7 5.6 43.3 97

原コンＢ 20 55 46 164 299 865 1038 － 927 0 1.8 50.9 3

原コンＣ 20 55 44 145 264 834 － 1061 818 6.6 4.9 38.6 94
原コンＤ 20 55 44 149 271 856 － 1089 840 0 2.1 42.6 22

4.5

2.0

4.5
2.0

目標空気 単位量 (kg/m3) 混和剤 (g/m3)

量(％)

表－１　原コンクリートの製造に使用した材料

セメント

水

細骨材

砕石

砂利

混和剤
AE減水剤：リグニンスルホン酸塩，
AE剤：界面活性剤

川砂利，密度2.61g/cm3，吸水率1.05％

硬質砂岩，密度2.67g/cm 3，吸水率0.61％

川砂、密度2.61g/cm3，吸水率1.05％

早強セメント，密度3.14g/cm3
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る。配合2-5は2-2に対して単位水量を下げたケース

10である これらの配合でコンクリートを練り混ぜ。 、

× × 角柱供試体を作製し、 日間水中養10 40cm 28

生後に凍結融解試験( )を実施した。JIS A 1148

３．実験結果

凍結融解試験から得られる相対動弾3.1 実験１：

性係数の変化を図－１に示す。各配合とも サイ300

クル時点での動弾性係数の低下は小さかったため、

試験を サイクルまで継続した。原コンクリート600

中の空気量が少ないもののほうが動弾性係数の低下

量が大きい結果となり、この傾向は原コンクリート

の骨材が川砂利であっても砕石であっても同様であ

った。なお、破砕方法を工夫した骨材⑤を使用した

の耐久性は に比較して僅かに向上した。1-5 1- 4

凍結融解試験から得られる相対動弾3.3 実験２：

性係数の変化を図－２に示す。再生骨材を使用した

全てのケースで サイクル終了時点の相対動弾性300

係数（耐久性指数）は ％以下となり、再生骨材30

コンクリート製造時に混入する空気量を増加させて

も、また水セメント比や単位水量を低下させても耐

久性の向上は図れなかった。

４．まとめ

・原コンクリート中の空気量が少ないと再生骨材コ

ンクリートの耐久性がやや低下する傾向を示した。

・再生骨材コンクリートの練混ぜ時に混入する空気

量を増加させても耐久性の向上は見られなかった。

５．今後の課題

今回の実験結果では、実験１と実験２の耐久性指

数に大きな差が生じた。この原因としては原コンク

リートの品質の違いや破砕エネルギーの違いが考え

られる。また、骨材修正係数（表－３参照）に違い

がみられ、これらの因果関係について、今後、検討

を進める予定である。
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図－１ 実験１の結果

図－２ 実験２の結果

　　表－４　再生骨材コンクリートの配合と硬化後の物性
粗骨材 Gmax W/C s/a 実測空気 圧縮強度 耐久性指
種類 (mm) (％) (％) Ｗ Ｃ Ｓ Ｇ AE減水剤 AE剤 量(％) (N/mm

2
) 数(％)

実験1-1 骨材① 20 55 46 160 291 844 930 902 0.0 4.6 35.9 95
　　1-2 骨材② 20 55 46 160 291 844 941 902 0.0 4.6 37.6 86
　　1-3 骨材③ 20 55 46 160 291 844 930 902 0.0 5.4 34.0 90
　　1-4 骨材④ 20 55 46 160 291 844 938 902 0.0 4.8 35.0 82
　　1-5 骨材⑤ 20 55 46 160 291 844 941 902 0.0 4.9 35.7 85
実験2-1 砕石 20 55 48 185 336 833 922 1042 5.4 5.0 37.7 96
　　2-2 ＲＣ 20 55 48 185 336 835 844 1042 5.4 5.4 34.1 24
　　2-3 ＲＣ 20 55 48 170 309 830 844 958 11.7 8.5 29.0 24
　　2-4 ＲＣ 20 50 47 168 336 806 851 1042 11.7 8.1 34.3 26
　　2-5 ＲＣ 20 55 46 160 291 840 932 902 4.1 5.0 37.4 10
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Ｃは普通ポルトランドセメント、Ｗ，Ｓおよび混和剤は表－１の材料を使用）（
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